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新年度は、21名の 1年生を迎えてスタートし、生徒たちは学習や生活の場面で多くの成長を見せていま

す。学校全体に落ち着きと活気が生まれ、日々の取り組みが確かな実りとなって表れていることを大変心強

く感じております。 

本校では今年度、「やってみる・できる・わかる」を合言葉に、学習や生活の中で生徒が主体的に取り組

む姿を育むことを重点に掲げています。授業では、見通しをもつことのできる説明や一人一人にあわせた支

援を行い、成功体験の積み重ねとなるよう工夫を進めております。生徒が「やってみよう」と思える環境づく

りこそが、将来の自立と社会参加につながると考えております。 

５月末に実施した3年生の見学旅行では、事前学習で学んだことを実際の場面で確かめながら、公共の

場でのマナーや仲間との協力を体験的に学ぶことができました。東京からの帰りには天候の影響で延泊な

どの大幅な日程変更となりましたが、生徒たちが互いに声を掛け合いながら行動する姿は、日頃の学びの

成果が確かに根づいていることを示していました。 

また、2 年生の現場実習では、地域の事業所の皆様にご協力いただき、働く場の雰囲気や責任感を肌で

感じる貴重な機会となりました。生徒たちは緊張しながらも、自分の役割を果たそうと懸命に取り組み、実習

後には「できたことが増えた」「もっと頑張りたい」という前向きな言葉が多く聞かれました。こうした経験は、

将来の進路を考えるうえで大きな財産となります。 

1 年生においては、校内作業を通して基本的な作業技能の習得に励んでいます。道具の扱い方や作業

手順を一つひとつ確認しながら取り組む姿には、入学当初からの成長がはっきりと見られます。仲間と協力

し、作業を最後までやり遂げる経験は、学校生活の基盤をつくる大切な学びです。 

さらに、天候の影響で１週間延期となった体育祭では、延期となった間も「練習がもう少しできることにな

ったので頑張りたい」など前向きに捉える生徒もいました。当日は、一人一人が自分の力を発揮し、仲間を

応援し合う温かい雰囲気の中、競技に真剣に向き合う姿や、友達の頑張りを全力で支える姿があり、本校

の教育が大切にしている「互いを認め合う心」を象徴するものでした。保護者の皆様にも多くのご声援をい

ただき、心より感謝申し上げます。 

1 学期のまとめを迎え、夏季休業に入ります。生活のリズムが乱れやすい時期でもありますので、健康管

理や安全な生活について、ご家庭での見守りを引き続きお願い申し上げます。夏休みの体験は、生徒の社

会性や自立心を育む大切な学びの場となります。どうか充実した時間をお過ごしいただければと存じます。 

今後も、保護者・地域の皆様と連携しながら、生徒の「やってみたい」を広げ、「できる」を実感できる学校づ

くりを進めてまいります。引き続きのご支援を賜りますようお願い申し上げます。 



１学年 校内実習 

 

 

 

 

５月 25 日(月)から 29 日(金)の 5 日間、1 学年は全員で校内実習を行いました。グラウンド整

備や学校備品の清掃、学校外に出て市内のゴミ拾い、紋別市と連携しているボランティアサポート

プログラムの一環として国道花壇の整備、紋別市内の企業からの受注作業として「ホタテの貝柱の

袋詰め」等に取り組みました。今回の校内実習では「働く目的（意義）を知る」「今の自分の働く

力と生活する力を知る」の２つを目標としました。校内実習では生徒一人一人が慣れない長時間の

作業でも最後まで取り組むことができました。生徒たちは、働くことの大変さを知ると共に最後ま

でやり抜くことで充実感を感じることができた１週間となりました。 

10 月には実際に紋別市内の企業で行う現場実習があります。生徒たちは、今回の実習で自分の

成果と課題を知りました。今回学んだことを今後の学習につなげられるように 1 学年一丸となって

指導に努めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

5 月 25 日(月)から 6 月 5 日(金)までの 2 週間、紋別市内の企業の皆様に温かいご支援をいただ

き、現場実習を実施することができました。 

現場実習が始まる前には自身の課題を改めて認識するため、「まずはやりきること」、また「やら

されているものではなくチャレンジの機会であること」を生徒たちに伝えました。実習中、生徒に

よっては、中々働く気持ちが上向かない日もありました。それでも自分の役割に責任を持ち、最後

までやり切ることができました。 

また、仕事のことだけでなく、生活面にも目を向け、「疲れたとき」や「ストレスを感じたとき」

にどのように過ごすか、余暇の過ごし方も大切であることを学びました。 

今後も将来の夢の実現に向けて、この実習で培った力を活かしながら、次のステップに向けて前

向きに努力を重ねてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

～はじける笑顔と確かな成長！ 3年生 東京見学旅行～ 

５月 26～29 日（３泊４日）の予定で東京方面へ見学旅行に出掛けましたが、アクシデントが重

なり、30 日まで(４泊５日)の旅行となりました。 

生徒たちは自分が住んでいる地域との環境や文化の違いを肌で感じつつ、国会議事堂や皇居など

社会科で学んだ場所を見学しました。楽しみにしていた自主研修では、事前に立てた計画をもとに

予算内での金銭管理に挑戦。仲間と相談しながら都内を巡り、協力する大切さを学びました。東京

ディズニーランドでは、班やクラスの枠を超えて全力で魔法の世界を満喫！……と思いきや、実は

「学校祭に活かせるかも!?」と、夢の国の演出や装飾をひそかにリサーチする頼もしい（？）姿も

あり、最高の思い出となる特別な時間となりました。 

帰路の際には天候不良による飛行機の引き返し、さらに翌日も欠航というハプニングもありまし

たが、生徒たちは動じることなく終始落ち着いて行動。この最大のピンチをチャンスに変え、まさ

に生きた「危機管理能力」を身に付ける貴重な経験をしてきました。 

楽しむときは全力で楽しみ、いざというときは冷静に行動する。この旅行を通して、どんな状況

でもお互いを支え合える 3 年生の絆が一段と深まり、学校の顔である最上級生としての頼もしさと

確かな成長を感じる数日間となりました。 

これより 3 年生は、進路実現に向けて本格的に動き出します。今ある日々の暮らしを大切に一歩

ずつ歩んでまいりますので、引き続き温かい見守りとご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

６月 24 日（水）と 25 日（木）の 2 日間、シティもんべつ店の駐車場にて地域即売会を開催し

ました。25 日は３学年、26 日は２学年が日頃の作業学習で製作した製品を販売しました。 

即売会場では、生徒たちが「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」と元気な声で接客

するとともに、お客様からの質問に答え、笑顔で触れ合っていました。この即売会での活動を通し、

生徒たちは働くことの楽しさや喜びを感じることができました。 

また、接客や金銭のやり取り、袋詰めといった実践的な経験から、コミュニケーション能力や責

任感を育むことができました。 

今回の経験は、生徒たちにとって大きな自信となり、今後の学習意欲にもつながっていくことと

思います。11 月の学校祭などへ向け、「もっと良いものを作りたい」「お客様に喜んでもらえるも

のを作りたい」など、意欲的な発言が聞かれます。生徒たちの前向きな姿を今後も温かく見守って

いただけましたら幸いです。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



生徒会活動

 

 

 

 

7月 17日（金）に第 30回体育祭が開催されました。 

当初の予定から１週間日程がずれたこともあり、天候に不安も残りましたが、当日は快晴に恵まれ無事

実施することができました。生徒たちは汗をにじませながらこれまでの練習の成果を存分に発揮し、最後ま

で全力で取り組むことができました。勝敗に一喜一憂する場面もありながら、仲間と励まし合い、言葉を掛

け合いながら競技に挑む姿からは、スポーツの本質が見え、非常に見応えのある体育祭となりました。 

保護者の皆様におかれましても、炎天下のなかたくさんのご声援とご協力をいただき誠にありがとうござ

いました。今後も、生徒一人ひとりの成長を支えられるよう教育活動を進めて参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                                       

6月 11日（木）に生徒総会を行いました。 

紋別高等養護学校には、生徒会執行部、生活委員会、広報委員会、図書委員会、保健委員会があり、生

徒全員が各委員会に所属しています。生徒たちは、毎月、委員会活動で学校に必要なことを話し合い、全

委員会が協力して学校生活をより有意義にするための活動をしています。 

この生徒総会では、昨年度の活動報告と今年度の活動計画について各委員会から報告があり、全校生

徒で協議を行いました。「話し合いによる意思決定」や「社会参加」について実地的な学習ができる生徒総

会ですが、生徒が主体となり、北海道紋別高等養護学校をよりよいものにするために、真剣に取り組む姿が

印象的でした。今年度は全学年から多くの質問や要望が飛び交い、「○○ではどのようなことをする予定で

すか？」「○○について、こうしたいです！！」など今後の学校生活について前向きに考えていました。 

今後も生徒一人ひとりが「学校の主役」という自覚を持って様々な行事、学校生活に取り組むことを期待

しています。 

 

 

 

 

 

 
 



  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 日 曜日 行   事 月 日 曜日 行   事 

８ 24 月 ２学期始業式・学年集会 11 20 金 学校祭（1 日目） 

 28 金 PTA 職場・施設見学会  21 土 学校祭（2 日目） 

 31 月 作品コンクール表彰式（夏） 12 10 木 全校スポーツレク 

９ ４ 金 3 学年前提実習激励会  21 月 全校集会・学年集会 

 ７ 月 3 学年前提実習（10月９日まで） 

 25 金 

2 学期終業式 

１学年参加型授業参観 

２学年・３学年授業参観 

 ８ 火 １学年職場見学   

10 ５ 月 1 学年現場実習（10月９日まで） 

 13 火 2 学年現場実習（10 月 23 日まで）  26 土 冬季休業（1 月 17日まで） 

11 6 金 3 学年前提実習報告会 1 18 月 3 学期始業式、学年集会 

8 月～12 月 行事予定 

～ イラストを描いてくれた生徒の皆さん ご協力ありがとうございました！ ～ 

 

編 集 後 記 

暑い季節がやってきましたが、いかがお過ごしでしょうか。紋高養だより第２号をお届けいた

します。 

 今号では学校行事や生徒たちの活動を中心に、多彩な行事を取り上げました。それぞれのイ

ベントで輝く生徒たちの姿を紹介しています。 

 また、今号では美術部の活動に参加する生徒の皆さんから募集したイラストを挿絵として使

用しました。本文と併せて、生徒の思いがこもったイラストも楽しんでいただけたら嬉しいです。 

編集作業を通じて感じたのは、生徒たち一人一人の成長と学校全体の一体感でした。この

紋高養だよりが、生徒たちの頑張りや学校の様子を皆さんに伝える一助となれば幸いです。 

２学期には学校祭が行われ、今年度もＰＴＡえんにちの開催を予定しています。保護者の皆

さまには、お時間が許すようであれば、ぜひご協力をお願いいたします。 

これからも、紋高養だよりを通じて皆さんと学校生活の活気を共有していきたいと思います。

ご意見やご感想がありましたら、ぜひお聞かせください。 

次号もお楽しみに！ 

 


